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1.はじめに 

現在、当社においては線路有効長延伸を目的に営業線における島式ホーム延伸工事を行っている。本工事は

営業線に挟まれた中での鋼管杭打設、桁架設等での大型重機使用が必須であり、架線直下での作業であるため

感電防止のための空頭制限も発生する。本報告では、狭隘なスペースおよび空頭制限のある営業線における島

式ホーム延伸計画に対する施工計画およびその施工実績について述べる。 

2.計画概要 

 本施工は幹下り本線、幹上り本線間の桁式ホーム 21ｍ延伸を行う。

施工略図を図-1 に示す。新幹線駅構内であり、周辺への騒音を配慮

し、桁式ホームは油圧バイブロを用いた鋼管杭（φ355、L=12.5ｍ、

2 本継杭）打設により施工を行う。打設は営業列車に影響のないよ

う夜間線路閉鎖及び停電作業で行う必要があり、作業時間が大幅に

制約される。 

21035

3
7
9
02
07
0

幹下り本線

幹上り本線

5x4000=20000

Ｒ＝600

Ｒ＝400

15
09

1
53
9

44
66

62
85

12
45

図-1 ホーム延伸施工略図 

3. 本工事における課題 

図－2 に駅構内送電図を示す。本施工箇所はブロック停電方式を

採用しており、駅構内の電車線をA～Dの 4つのブロックに区切り、

そのブロック毎に停電申し込みを行う。図－3 に当初施工計画略図

を示す。当初は施工箇所脇の駐車場をヤードとして使用し、営近外

のヤードからラフタークレーンで線路及び C、D 架線を跨いで鋼管

杭打設を行う計画であった。杭 1 本施工するために必要な作業時間

は 165 分と想定した。 

しかし、D ブロック上には AF 線（オートフィーダ）が存在し、

AF 線停電が必要となると駅構内の送電全停止手配を行わなければ

ならない。駅構内全停電手配を行うことにより作業時間は 110 分と

制約を受ける。この制約された作業時間内では施工が不可能であり、

作業条件・施工方法の検討が必要であった。 

4.課題に対する検討及び施工計画 

4-1.作業時間制約に対する検討 

図－4 に検討後の施工計画略図を示す。AF 線の停電を行うことで

構内全停電が必要となるため、AF 線を跨がずに鋼管杭の打込みを行

うことが必要である。そこで搬入のため敷板設置が必要であり、ま

た架線下をバックホーが通る等のデメリットもあるがバックホーを

用いて鋼管杭打設箇所まで移動し打設を行うことでＣブロックのみ

の停電で施工を可能とした。C ブロックのみの停電であれば作業時

間は 260 分と大きく拡大し、制約時間の中での打設が可能である。

図-5 に施工タイムスケジュールを示す。 
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図-2 駅構内送電図 

図-3 当初施工計画略図 
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4-2.施工計画に伴うリスク管理 
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1.2 ㎥のバックホーが打設箇所まで異動しての施工とし、また上下

線の線間であることや、き電停止間合い等の条件から、鋼管杭が高

止まりもしくは打設時間の遅延が生じた場合、始発列車に支障する

恐れがある。このような背景から、当該作業のリスク管理が重要で

ある。図-4 に施工タイムスケジュールおよび施工実績を示す。 

リスク管理を行うため事前に機械搬入、搬出のリハーサルを実際

に当日の作業パーティで行った。そのリハーサルを基に作成したタ

イムスケジュールでは下杭必要施工時間は 100 分+75 分=175 分とな

り、線路閉鎖間合い 287 分-175 分=122 分まで施工が可能である。そ

のため線路閉鎖開始が 2:20 過ぎる場合、作業を中止とすることとし

た。また、上杭打込みは切断・鋼管杭降ろし、重機搬出に 45 分かか

ると仮定し、打設中止時間を 3:50 とし、設定時刻になった場合ただ

ちに切断作業へ移行することとした。 

図-4 検討後の施工計画略図 

5.施工実績 

鋼管杭施工状況を写真－1 に示す。実際の施工においては当初計

画していたタイムスケジュール以上のスピードで効率的に鋼管杭の

打込みを終了した。実作業時間 225 分間で 10.2m/h の鋼管杭打設を

行い、また立て込み、下杭打設、溶接、上杭打設の鋼管杭 1 本打込

みの平均施工時間は 70 分であった。ラフタークレーンを使用しての

当初計画では時間による制約上打設不可という算定だったため、3 倍以上の工期短縮となったと考えられる。

重機移動等の準備作業についてもリスク管理として事前にリハーサルを行ったことにより、効率的かつ安全に

作業を行うことが出来た。 

写真-1 鋼管杭打設状況 

6.おわりに 

 本工事は現在、鋼管杭打設の全日程を無事終了させ、ホーム桁架設準備を進めている。今後も引き続き施工

条件を確実に把握し安全・品質に充分な配慮を行った施工に努めていく。 

 

図-5 鋼管杭打設タイムスケジュール及び実績 
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